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48
会
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私

は
会
長
就
任
以
来
早
く
も
丸
４
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
ご
承
知
で
し
ょ
う

か
、
今
年
は
48
会
創
立
20
周
年
で
、

卒
業
45
年
の
年
と
い
う
節
目
の
年
に

当
た
り
ま
す
。
結
成
の
準
備
会
か
ら

始
ま
り
、
第
一
回
の
総
会
が
行
わ
れ

て
か
ら
早
く
も
20

年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
時

10
数
名
の
有
志
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の

会
も
現
在
で
は
会

員
数
４
０
０
名
規

模
の
会
に
な
り
ま

し
た
。
か
く
言
う

私
は
そ
の
当
時
設

立
の
動
き
す
ら
知

ら
な
い
人
間
で
し

た
が
、
そ
の
後
参

加
す
る
よ
う
に
な

り
、
温
か
く
迎
え

ら
れ
て
か
ら
は
こ

の
会
で
多
く
の
友

人
に
恵
ま
れ
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

現
在
は
記
念
行

事
を
幹
事
の
方
と

盛
ん
に
練
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て

も
メ
イ
ン
は
記
念
総
会
と
記
念
会
報

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
総
会
は

６
月
９
日
㈯
に
例
年
通
り
新
宿
の
小

田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
サ
ザ
ン

タ
ワ
ー
で
行
い
ま
す
。
こ
の
日
に
は

記
念
講
演
を
準
備
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
参
加
者
も
例
年
か
ら
の
倍
増

の
80
名
程
度
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
多
数
の
ご
参
加
と
他
の
方
へ
の

声
掛
け
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

記
念
会
報
に
つ
い
て
は
大
幅
な
充

実
を
図
り
60
ペ
ー
ジ
規
模
で
秋
ご
ろ

の
発
行
を
計
画
中
で
す
。
多
く
の
仲

間
か
ら
の
寄
稿
文
や
懐
か
し
い
写
真
、

皆
さ
ん
の
興
味
が
尽
き
な
い
箱
根
駅

伝
の
関
連
記
事
も
載
せ
た
い
と
準
備

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
外
に
も
記
念

旅
行
や
恒
例
の
行
事
な
ど
も
検
討
中

で
す
し
、
1
月
25
日
に
は
20
周
年
記

念
事
業
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新

年
会
を
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
个
谷
に
お

い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
７
日
㈰
に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
が
多
摩
校
舎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
多

く
の
方
が
集
い
、
親
交
を
深
め
る
機

会
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
へ
の
ご
参
加

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
さ
ま
の
こ
の
一
年
の
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

白
門
48
会 

創
立
20
周
年
目
を
迎
え
て

白
門
48
会
会
長　

山

口

隆

司

20周年のスタートを切る新年会に集まった皆さん

20th

記念の年　新年会からスタート
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今
冬
で
も
初
氷
点
下
に
な
っ
た
１

月
25
日
㈭
18
時
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
个
谷
「
芙
蓉
の
間
」
に
お
い
て
平

成
30
年
48
会
新
年
会
を
開
催
し
た
。

同
期
生
の
酒
井
総
長
学
長
や
瀨
川
学

員
会
副
会
長
は
じ
め
28
名
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。

　

20
周
年
記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
の
新
年
会
は
幹
事
長
佐
藤
の
司

会
進
行
に
よ
り
、
山
口
会
長
の
20
周

年
に
向
け
て
の
力
強
い
挨
拶
で
始

ま
っ
た
。

　

当
会
場
は
酒
井
氏
が
総
長
学
長
に

就
任
さ
れ
た
時
、
48
会
会
員
を
中
心

に
有
志
の
方
々
に
よ
る
祝
宴
を
開
催

し
た
思
い
出
の
場
所
で
あ
る
。
そ

の
後
３
年
間
中
大
内
外
で
ご
活
躍

さ
れ
た
酒
井
総
長
学
長
の
ご
挨
拶

で
は
、
箱
根
駅
伝
や
新
学
部
申
請

（
２
０
１
９
年
国
際
経
営
学
部
新
設
）

ほ
か
中
大
の
現
況
に
つ
い
て
お
話
を

頂
い
た
。

　

瀬
川
副
会
長
に
よ
る
学
員
会
報
告

と
乾
杯
ご
発
声
の
後
、
お
二
人
を
は

じ
め
と
し
て
各
テ
ー
ブ
ル
を
自
由
に

移
動
し
な
が
ら
交
流
の
輪
が
広
が
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
も
手
伝
っ
た
懇
親
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　

途
中
、
箱
根
駅
伝
応
援
団
長
の
新

倉
氏
、
井
沢
氏
か
ら
中
大
駅
伝
に
関

す
る
想
い
や
新
人
獲
得
な
ど
今
後
の

駅
伝
展
望
の
お
話
、
久
々
参
加
の
大

橋
氏
か
ら
は
次
回
は
友
人
を
連
れ
て

参
加
し
た
い
嬉
し
い
宣
言
、
小
田
氏

に
よ
る
経
・
商
学
部
ゼ
ミ
学
生
に
よ

る
Ｏ
Ｂ
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
会
案
内
、
１
年
前
に
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
歌
手
活
動
を
始
め
ら
れ
た
大
森
氏

の
デ
ビ
ュ
ー
に
ま
つ
わ
る
話
が
あ
り
、

鈴
木
実
氏
リ
ー
ド
に
よ
る
駿
河
台
時

代
の
懐
か
し
い
神
田
節
を
歌
い
、
会

場
に
響
き
渡
る
國
領
応
援
団
長
の

久
々
の
エ
ー
ル
復
活
（
中
大
一
の
美

声
）
に
聞
き
惚
れ
た
後
、
応
援
歌
を

全
員
で
合
唱
。
集
合
写
真
撮
影
後
、

大
盛
況
の
ま
ま
閉
会
と
な
っ
た
。

　

飽
き
足
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
17
名
は

同
会
館
の
二
次
会
で
疲
れ
も
知
ら
ず

交
流
を
深
め
た
そ
う
で
あ
る
。

瀬川学員会副会長の音頭で乾杯 年頭の式辞を述べる山口会長

最後はみんなで肩を組み 酒井学長も参加しての二次会

平
成
30
年 

白
門
48
会
新
年
会
を
開
催

白
門
48
会
幹
事
長　

佐
藤
愛
子（
文
卒
・
八
王
子
市
在
住
）

　

九
州
支
部
宮
崎
県
で
は
平
成
30
年

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
に

入
り
ま
だ
２
月
と
い
う
の
に
３
回
目

の
集
ま
り
で
す
。
宮
崎
支
部
で
は

「
会
員
間
の
連
携
は
ま
ず
は
話
し
合

い
を
数
多
く
持
つ
こ
と
」
を
理
念
に

し
て
お
り
、
正
月
懇
親
会
、
月
一
ゴ

ル
フ
懇
親
会
、
魚
釣
り
好
き
な
支
部

長
が
釣
る
大
分
県
関
ア
ジ
・
タ
イ
試

食
懇
親
会
な
ど
す
ぐ
に
集
ま
る
体
制

づ
く
り
を
整
え
て
い
ま
す
。
会
は
関

係
者
35
名
の
集
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
学
員
会
員
が
宮
崎
県
弁

護
士
会
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
、
昨

年
同
じ
く
会
員
が
宮
崎
県
公
安
委
員

長
に
就
任
し
た
こ
と
を
祝
う
会
を
、

宮
崎
48
会
会
員
が
代
表
と
な
り
設
定

し
ま
し
た
。
48
会
員
の
弁
護
士
田
中

寛
君
は
じ
め
谷
口
、
加
々
美
、
橋
本

が
中
心
と
な
り
大
先
輩
、
後
輩
方
に

声
掛
け
を
し
た
結
果
、
多
く
の
白
門

関
係
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
酒
井
正

三
郎
総
長
学
長
よ
り
会
開
催
と
就
任

祝
い
へ
の
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
開
催
幹
事
と
し

て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
18
日
か
ら
は
硬
式
野

球
部
宮
崎
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
り
全
国

よ
り
多
く
の
中
央
大
学
関
係
者
が
宮

崎
に
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
硬

式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
や
全
国
父
母
連
絡
会

関
係
者
の
メ
ン
バ
ー
も
あ
り
、
中
央

大
学
一
色
の
宮
崎
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
毎
年
宮
崎

に
お
い
て
硬
式
野
球
部
春
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
す
る
こ
と
で
４
月
よ
り
の
東

都
リ
ー
グ
戦
を
迎
え
る
実
力
を
備
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
48
会
メ
ン

バ
ー
は
、
練
習
会
場
へ
の
応
援
や
懇

親
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
硬
式
野
球

部
関
係
者
と
の
交
流
を
通
じ
、
中
央

大
学
と
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
懇
親
会
参
加
者
に
は
、
中

央
大
学
評
議
員
、
支
部
長
、
前
支
部

長
、
役
員
な
ど
実
に
多
く
の
学
員
会

関
係
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
会
は

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
母
校
愛

は
同
志
の
集
ま
り
に
あ
り
、
九
州
48

会
は
そ
の
礎
に
な
る
べ
く
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。

中
央
大
学
白
門
48
会
宮
崎
支
部
懇
親
会

白
門
48
会
九
州
支
部
長　

橋
本　

博（
経
卒
・
宮
崎
市
在
住
）二つの就任祝いを同時に開催した懇親会
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平
成
29
年
10
月
22
日
、
中
央
大
学

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
26
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
門
48
会
は
、
会
の
行
事
と
し
て
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
に
つ
き
48
会
が

新
宿
中
村
屋
の
カ
レ
ー
で
出
店
を
予

定
し
て
い
た
模
擬
店
も
す
べ
て
中
止
。

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
に
陣
取
る
予
定

で
あ
っ
た
懇
親
会
場
は
ヒ
ル
ト
ッ
プ

（
学
生
用
レ
ス
ト
ラ
ン
）
へ
移
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
福
引
抽
選
会

や
各
支
部
幟
旗
が
大
集
合
す
る
“
中

央
の
絆
”
も
会
場
が
9
号
館
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
は
9
号
館
で
式
典
が
始

ま
り
、
同
期
の
酒
井
総
長
学
長
の
格

調
高
い
挨
拶
の
の
ち
、
第
二
部
で
は

白
門
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
大
の
歌
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
会

場
内
は
歌
声
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

カ
レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
48
会
の
仲
間
は
外
の
嵐
も
何

の
そ
の
。
次
々
に
ヒ
ル
ト
ッ
プ
に
集

ま
り
、
午
前
中
か
ら“
飲
め
や
語
れ
”

の
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
。「
新
政
」
や

「
い
い
ち
こ
」
で
乾
杯
、「
す
し
ざ
ん

ま
い
」の
寿
司
を
頬
ば
り
ま
し
た
。

　

秋
元
康
氏
の
講
演
や
、
箱
根
駅
伝

応
援
企
画
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
恒
例
の
高
幡
不
動
「
や

る
き
茶
屋
」。
疲
れ
を
知
ら
な
い
飲

み
っ
ぷ
り
で
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

活

動

報

告

２
０
１
８
箱
根
駅
伝
を

振
り
返
っ
て井（商

卒
・
横
浜
市
在
住
）

沢

和

夫

復
活
の
足
が
か
り 

来
年
こ
そ
は
シ
ー
ド
権

　
「
今
年
は
皆
さ
ん
の
顔
が
明
る
い
。

2
年
前
と
は
大
違
い
で
す
」
と
語
る

の
は
、
か
つ
て
、
８
区
で
区
間
賞
を

取
っ
た
奥
田
君
。
こ
れ
は
2
年
ぶ
り

に
開
か
れ
た
往
路
の
後
の
昼
食
会
の

一
コ
マ
で
す
。
今
年
の
参
加
者
は
22

名
。
前
述
の
奥
田
親
子
や
46
会
の
伊

藤
夫
妻
、
静
岡
か
ら
駆
け
付
け
た
石

川
氏
な
ど
懐
か
し
い
面
々
が
集
ま
り

ま
し
た
。
確
か
に
往
路
は
10
位
と

シ
ー
ド
権
を
狙
え
る
位
置
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
に
居
る
誰

も
が
明
日
の
復
路
に
期
待
と
と
も
に

不
安
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

復
路
は
そ
の
不
安
が
的
中
。
経
験
不

足
と
選
手
層
の
薄
さ
を
露
呈
し
6
区

の
遅
れ
が
最
後
ま
で
響
き
、
結
果
は

総
合
15
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
悲
観
ば
か
り
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
苦
い
経
験
が
必
ず

活
き
て
く
る
し
、
何
よ
り
有
力
高
校

生
の
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
に
成
功
し
、

来
年
は
選
手
層
の
大
幅
ア
ッ
プ
が
期

待
で
き
る
か
ら
で
す
。

予
選
会
は
史
上
最
大
の
激
戦

　

と
は
い
え
、
今
年
の
予
選
会
は
、

駒
沢
・
神
大
・
順
天
・
山
学
な
ど
優

勝
経
験
校
が
軒
並
み
シ
ー
ド
権
落
ち

し
、
さ
ら
に
は
明
大
・
日
大
・
創
価

な
ど
有
力
校
も
控
え
、
大
変
な
激
戦

に
な
る
事
は
明
白
で
す
。
ま
た
、
来

年
は
95
回
で
記
念
大
会
で
す
が
90
回

の
よ
う
に
3
校
増
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

関
東
イ
ン
カ
レ
の
総
合
1
位
し
か
特

別
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
、
半
年
間
が
勝
負
で
す
。

関
東
イ
ン
カ
レ
、
伊
勢
駅
伝
予
選
会
、

夏
の
合
宿
を
経
て
ロ
ー
ド
に
強
い
選

手
の
育
成
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

野
毛
で
ふ
ぐ
を
食
べ
る
会

水（商
卒
・
横
浜
市
在
住
）

野

勝

敏

　

12
月
26
日
、
グ
ル
メ
同
好
会
の

年
末
恒
例
行
事
と
な
っ
た
“
ふ
ぐ
の

会
”
は
今
回
で
４
回
目
、
12
名
の
参

加
で
開
宴
し
ま
し
た
。
な
に
せ
場
所

が
横
浜
よ
り
さ
ら
に
先
の
桜
木
町
の

野
毛
と
い
う
飲
み
屋
街
で
夕
方
か
ら

の
開
宴
と
あ
っ
て
、
東
海
林
ご
夫
妻

は
山
下
公
園
近
く
の
老
舗
ホ
テ
ル
・

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
に
宿
を
用
意
、
46

会
の
伊
藤
先
輩
ご
夫
妻
は
遠
路
は
る

ば
る
千
葉
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

肉
厚
の
て
っ
ち
り
、
て
っ
さ
、
香

ば
し
い
ひ
れ
酒
は
相
変
わ
ら
ず
ま
い

う
～
、
前
菜
代
わ
り
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

〆
の
ふ
ぐ
雑
炊
も
相
変
わ
ら
ず
美
味
。

結
果
を
知
る
由
も
な
い
駅
伝
予
選
会

３
位
通
過
の
喜
び
と
、
48
会
設
立
20

周
年
行
事
成
功
を
願
っ
て
宴
会
は
最

高
潮
、
3
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
記
事
に
、
認
知
症
は
食
べ
物

を
簡
単
に
済
ま
せ
た
り
、
人
と
話
す

機
会
が
少
な
く
な
る
と
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
あ
り
ま
し
た
。
私
は
年
を
重

ね
る
毎
に
世
間
が
狭
く
な
っ
て
い
き

そ
う
な
の
が
不
安
で
、
な
る
べ
く
外

に
出
か
け
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
特
に
青
春
真
っ
只
中
だ
っ

た
時
期
に
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
た

で
あ
ろ
う
、
卒
業
後
知
り
合
っ
た
48

会
の
仲
間
と
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
切
に

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
Ｂ
級
も
や
る
グ
ル
メ
同
好
会
、
年

末
ふ
ぐ
を
食
べ
る
会
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
？　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
グ
ル
メ
同
好
会
会
長
補
佐
見
習
）

音楽の祭典となったホームカミングデー

嵐
の
中
で
も
熱
い
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

白
門
48
会
副
会
長　

榎
本
真
一（
文
卒
・
横
浜
市
在
住
）

箱根大平台の48会応援団、円内は5区走者畝選手

立川予選会での48会応援団

ふぐとカニを食べてこの笑顔
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ぶ
ら
り
散
策
の
会
に 

参
加
す
る
の
記

東（法
卒
・
杉
戸
町
在
住
）

海
林

正

　

平
成
29
年
9
月
18
日
、
台
風
18
号

が
足
早
に
北
上
し
て
い
っ
た
後
の
外

気
温
34
度
の
敬
老
の
日
、
サ
ン
ト

リ
ー
武
蔵
野
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
工
場
見

学
会
の
顛
末
で
す
。

　

集
合
は
分
倍
河
原
駅
、
12
時
20
分
、

ビ
ー
ル
の
泡
の
香
り
に
魅
せ
ら
れ
し
、

初
老
、
中
老
男
女
5
名
は
、
ご
く
当

た
り
前
の
顔
で
工
場
の
巡
回
バ
ス
に

乗
り
込
み
ま
す
。
13
時
よ
り
ご
案
内

の
美
女
に
引
率
さ
れ
て
真
面
目
な
工

場
見
学
で
す
。
20
余
名
の
集
団
は
真

面
目
に
次
の
モ
ル
ツ
３
種
の
飲
み
比

べ
、
試
飲
会
に
突
入
で
あ
り
ま
す
。

１
９
６
３
年
創
業
の
工
場
の
製
品
の

遍
歴
な
ど
も
学
習
い
た
し
な
が
ら
、

軽
く
３
種
類
の
モ
ル
ツ
ビ
ー
ル
を
味

わ
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ば
か

り
の
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル
ツ
の
、
の
ど

越
し
は
さ
す
が
で
、
一
同
満
足
の
様

子
で
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
際
の
お
み

や
げ
レ
ジ
の
盛
況
さ
と
い
い
、
看

板
を
持
っ
た
記
念
サ
ー
ビ
ス
の
撮
影

補
助
と
い
い
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
宣
伝

上
手
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
り
ま
し
た
。

プ
レ
モ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
発
売
が

２
０
０
３
年
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

サ
ン
ト
リ
ー
が
ビ
ー
ル
の
赤
字
に
悩

ま
さ
れ
た
期
間
は
、
30
年
に
も
な
る

の
か
と
思
う
と
経
営
者
、
製
造
者
の

諦
め
な
い
気
迫
を
感
じ
ま
す
ね
。

　

無
事
３
杯
の
ビ
ー
ル
で
下
地
を
作

り
、
15
時
以
降
は
、
遅
れ
て
参
加
の

会
長
、
副
会
長
を
待
っ
て
、
二
次
会

に
突
入
で
す
。
日
本
酒
バ
ル
で
の
中

大
恒
例
の
談
論
風
発
、
言
い
た
い
放

題
で
、
静
か
に
夜
は
更
け
て
い
く
の

で
あ
り
ま
し
た
。

白
門
48
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

佐（経
卒
・
足
立
区
在
住
）

山

洋

一

　

３
月
13
日
埼
玉
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
、
倶
楽
部
主
催
の
幹
事
さ
ん
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
に
乗
っ
か
り
隠
し
ホ
ー

ル
を
変
え
て
白
門
48
会
冬
季
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和

だ
っ
た
が
、
横
浜
方
面
か
ら
の
参
加

者
が
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
事

故
渋
滞
に
は
ま
り
、
ス
タ
ー
ト
時
間

に
間
に
合
わ
な
い
状
態
に
な
っ
た
が
、

ゴ
ル
フ
場
の
配
慮
に
よ
り
到
着
次
第

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
初
の
時
間
よ
り
40
分
遅
れ
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
気
温
が

高
く
防
寒
着
は
必
要
な
い
の
で
あ
る

が
、
参
加
者
の
多
く
が
花
粉
症
患

者
、
ゴ
ル
フ
場
の
周
り
は
杉
林
、
風

も
な
く
穏
や
か
な
日
和
で
あ
っ
て
も
、

「
ハ
ク
シ
ョ
ン
」
と
く
し
ゃ
み
を
し

た
り
、
せ
っ
せ
と
鼻
を
か
ん
だ
り
と
、

な
か
な
か
ゴ
ル
フ
に
集
中
出
来
な

か
っ
た
の
か
ス
コ
ア
が
い
つ
も
よ
り

悪
い
よ
う
だ
。

　

朝
10
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
夕
方
４

時
過
ぎ
に
最
終
組
が
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト

し
た
。
我
々
は
遅
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
為
、
風
呂
に
も
入
ら
ず
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
に
入
っ
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
人
が
、
飲
み
始

め
て
い
た
が
１
２
０
名
の
参
加
者
が

い
た
の
だ
か
ら
、
我
々
の
ス
コ
ア

カ
ー
ド
を
集
計
し
な
け
れ
ば
表
彰
式

は
始
ま
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
長
く

待
っ
て
い
て
飲
む
の
も
仕
方
が
な
い

事
で
あ
っ
た
。（
前
回
の
我
々
も
8

時
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
早
く
か

ら
飲
ん
で
い
た
。）

　

表
彰
式
で
は
、
賞
品
は
優
勝
か
ら

10
位
そ
の
後
は
５
飛
賞
で
我
々
は
12

名
だ
か
ら
確
率
的
に
は
2
人
貰
え

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
ら
、
蓋
を

開
け
て
み
る
と
、東
海
林
さ
ん
・
東
海

林
夫
人
・
井
沢
さ
ん
・
井
上
さ
ん
・
鈴

金
さ
ん
・
そ
し
て
私
の
家
内
と
、我
々

は
参
加
者
の
半
分
の
6
人
が
賞
品
を

ゲ
ッ
ト
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
仲
間
の

名
前
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
、
声
を
上

げ
、拍
手
を
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。

　

白
門
48
会
の
部
で
は
、
鈴
金
さ
ん

が
ネ
ッ
ト
72
・
４
で
優
勝
、
山
口
会

長
が
ネ
ッ
ト
74
・
０
で
準
優
勝
、
そ

し
て
、
東
海
林
夫
人
が
ネ
ッ
ト
74
・

８
で
第
3
位
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
セ
ッ
ト
し
な
か
っ
た
グ
ロ

ス
で
は
、
山
口
会
長
が
ト
ッ
プ
で

あ
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
激
励
会

金（法
卒
・
杉
並
区
在
住
）

子

健

治

　

毎
年
恒
例
の
ラ
グ
ビ
ー
部
激
励
会

を
、
監
督
・
コ
ー
チ
2
名
・
選
手
2

名
の
参
加
の
も
と
行
い
ま
し
た
。
監

督
は
3
年
連
続
で
の
参
加
で
、
毎
回

熱
弁
を
奮
っ
て
熱
い
想
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

こ
の
会
も
8
回
目
、
監
督
も
就
任

8
年
目
で
両
方
並
べ
る
と
88
に
な
り
、

人
間
で
言
え
ば
米
寿
の
お
目
出
度
い

数
字
と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
春
先
は

思
い
も
よ
ら
ぬ
部
内
麻
疹
発
生
で
、

ひ
と
月
半
練
習
や
対
外
試
合
が
禁
止

さ
れ
出
鼻
を
挫
か
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
88
に
因
ん
で
勝
利
を
重
ね
、
文

字
通
り
お
目
出
度
い
年
に
し
て
貰
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
中
旬
に
は
新
人
も
加
わ
り
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
が
、
選

手
達
に
は
怪
我
等
な
く
全
員
揃
っ
て

秋
に
備
え
て
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ン
ク
ト
・ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

と
モ
ス
ク
ワ
の
旅

小

林
　

裕ゆ
た
か

（
文
卒
・
江
戸
川
区
在
住
）

　

７
月
19
日
～
23
日
ま
で
、
ロ
シ
ア

を
訪
問
し
た
。
主
な
目
的
は
、
念
願

だ
っ
た
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の

見
学
だ
っ
た
。
阪
急
の
ツ
ア
ー
で
、

ロ
シ
ア
は
初
め
て
の
た
め
、
ビ
ザ
が

必
要
で
、
取
得
は
依
頼
し
た
。

　

７
月
19
日
成
田
、
12
時
発
、
モ
ス

ク
ワ
経
由
で
、
12
時
間
か
け
、
サ
ン

ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
し
た
。

ホ
テ
ル
名
は
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
。
す

ぐ
に
寝
た
。
ホ
テ
ル
に
は
、
何
故
か

ド
イ
ツ
人
の
客
が
多
か
っ
た
。

　

７
月
20
日
早
朝
、
ホ
テ
ル
の
目

の
前
の
教
会
を
見
た
り
、
街
を
散

歩
し
た
。８
時
半
に
バ
ス
で
出
発
し

た
。
気
温
は
、
日
本
よ
り
３
度
ほ
ど

涼
し
く
過
ご
し
易
い
感
じ
だ
。
宮
殿

広
場
、
聖
イ
サ
ク
教
会
、
イ
ワ
ン
大

帝
の
騎
馬
像
で
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
女
帝

が
作
っ
た
青
銅
の
騎
士
像
、
血
の
上

戦いすんでこの笑顔

激励会参加者
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の
教
会
を
見
学
し
た
。
続
い
て
、
エ

ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
本
館
を
見

学
し
た
。
午
後
は
別
館
も
見
学
し
た
。

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
仏
語
で
「
世

捨
て
人
の
部
屋
」
の
意
味
で
、
ロ
マ

ノ
フ
朝
の
冬
の
宮
殿
５
つ
か
ら
な

り
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
Ⅱ
世
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
・

ル
ネ
サ
ン
ス
、
印
象
派
か
ら
多
岐
に

渡
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
絵

画
が
多
い
。１
９
９
０
年
に
世
界
遺

産
に
包
括
登
録
さ
れ
た
。
展
示
物
の

あ
ま
り
の
多
さ
に
驚
い
た
。
美
術
館

の
売
店
で
、
美
し
い
教
会
の
描
か
れ

た
大
き
め
の
絵
皿
を
３
枚
購
入
し
た
。

ユ
ー
ロ
紙
幣
が
使
用
で
き
た
。
日
本

の
千
円
札
も
歓
迎
だ
そ
う
だ
。
空
は
、

何
処
ま
で
も
青
く
、
平
和
な
感
じ

だ
。
途
中
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
お
婆
さ

ん
達
の
一
行
と
す
れ
違
う
と
、
中
国

人
か
聞
か
れ
、
日
本
人
だ
と
答
え
る

と
、
何
故
か
、
拍
手
さ
れ
た
。
夕
方
、

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
を
買
い
に
街
に
出

た
。
街
往
く
人
々
も
落
ち
着
い
た
様

子
で
、
道
を
聞
く
と
親
切
に
教
え
て

く
れ
た
。
書
店
の
店
員
と
一
時
間
ほ

ど
様
々
な
世
界
情
勢
を
英
語
で
話
し

た
。
食
事
の
度た
び

に
ウ
オ
ッ
カ
を
注
文

し
た
。
ウ
オ
ッ
カ
は
、
癖
が
無
く
飲

み
易
い
。
土
産
の
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

は
、
３
体
ほ
ど
買
っ
た
が
、
ど
れ
も

可
愛
ら
し
い
姿
を
し
て
い
た
。
何
で

も
、
元
は
、
日
本
の
こ
け
し
を
模
し

た
も
の
だ
そ
う
だ
。

　

７
月
21
日
９
時
バ
ス
で
、
プ
ー
シ

キ
ン
の
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
女
帝
の
夏
の

宮
殿
に
行
っ
た
。
次
に
ペ
テ
ル
ゴ
フ

に
行
き
復
元
さ
れ
た
「
琥
珀
の
間
」

も
見
た
。
本
物
の
「
琥
珀
の
間
」
は
、

第
二
次
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
軍
に
持
ち

去
ら
れ
、
破
壊
さ
れ
た
そ
う
だ
。
さ

ら
に
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
夏
の
宮

殿
の
庭
園
も
見
た
。
そ
の
夜
、
空
路
、

モ
ス
ク
ワ
へ
移
動
し
た
。
ホ
テ
ル
名

は
、
セ
リ
ゲ
ル
ス
カ
ヤ
と
言
っ
た
。

　

７
月
22
日
ク
レ
ム
リ
ン
観
光
へ
向

か
う
。
武
器
庫
、
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー

寺
院
、
赤
の
広
場
、
グ
ム
百
貨
店
、

聖
ワ
シ
リ
ー
寺
院
を
見
学
し
た
。
道

の
周
囲
に
は
、
様
々
な
屋
根
の
形
を

し
た
教
会
が
至
る
所
に
点
在
し
、
ま

る
で
お
伽と
ぎ

の
国
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う

な
錯
覚
に
襲
わ
れ
た
。
ク
レ
ム
リ
ン

の
近
く
に
は
、
一
部
が
欠
け
た
大
き

な
金か
ね「

金
の
王
様
」、大
き
な
大
砲「
大

砲
の
王
様
」
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の

観
光
客
を
集
め
て
い
た
。
夜
、
空
路

成
田
へ
。

　

７
月
23
日
午
前
10
時
35
分
無
事
帰

国
し
た
。
日
本
で
の
報
道
と
は
違
い
、

ロ
シ
ア
は
、
平
和
そ
の
も
の
で
、
治

安
も
か
な
り
良
い
様
だ
っ
た
。

多
摩
川
レ
ガ
ッ
タ
参
戦
記

長
（
理
工
卒
・
戸
田
市
在
住
）

谷
川
孝
雄

　

昨
年
（
２
０
１
７
）
11
月
５
日
、

前
年
に
続
い
て
多
摩
川
レ
ガ
ッ
タ
に

挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
希
望
ク

ル
ー
多
数
の
為
、
抽
選
と
な
り
ま
し

た
が
運
良
く
２
回
続
け
て
の
当
選
で

す
。
こ
の
年
、
台
風
21
号
の
影
響
で

河
川
敷
は
冠
水
し
、
桟
橋
や
用
具
箱

等
が
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
地
の
皆

さ
ん
の
復
旧
作
業
で
大
会
開
催
に
こ

ぎ
着
け
た
と
の
事
。
感
謝
、
感
謝
で

す
。

　

多
摩
川
レ
ガ
ッ
タ
は
手
作
り
感
満

載
の
楽
し
い
大
会
で
、
ガ
ス
橋
を

ゴ
ー
ル
に
上
流
３
０
０
ｍ
が
コ
ー
ス

で
す
。
ガ
ス
橋
の
最
寄
駅
は
東
急
多

摩
川
線
の
下
丸
子
。９
時
15
分
の
開

会
に
間
に
合
う
た
め
に
は
皆
さ
ん
、

結
構
早
起
き
を
し
た
よ
う
で
す
。

　

我
が
「
チ
ー
ム
48
会
」
は
、
バ
ウ

山
口（
ボ
ー
ト
の
先
頭
、
以
下
順
に
）、

２
番
榎
本
、３
番
長
谷
川
、ス
ト
ロ
ー

ク
高
子
の
４
名
の
舵
手
に
コ
ッ
ク
ス

も
昭
和
48
年
卒
業
の
柴
崎
（
48
会
に

は
未
加
入
と
の
事
）
の
オ
ー
ル
48
組

で
す
。
平
均
年
齢
で
は
参
加
ク
ル
ー

中
、
最
高
齢
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

朝
か
ら
横
風
が
強
く
、
艇
が
横
を

向
い
て
し
ま
う
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
難
し
く
、
艇
を
ス
タ
ー
ト
位
置
に

つ
け
ら
れ
な
い
ク
ル
ー
が
続
出
し
て

30
分
遅
れ
の
レ
ー
ス
進
行
と
な
り
ま

し
た
。
レ
ー
ス
は
３
艇
で
競
い
、
午

前
と
午
後
の
２
回
を
漕
い
で
、
そ
の

合
計
タ
イ
ム
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。

　

午
前
は
強
い
引
き
潮
に
横
風
、
午

後
は
風
も
穏
や
か
に
な
り
ま
し
た
が

満
ち
潮
で
オ
ー
ル
が
重
く
、
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
す
る
ま
で
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
齢
ハ
ン
デ
が

あ
れ
ば
…
…
と
い
う
結
果
で
し
た

（
順
位
は
敢
え
て
書
き
ま
せ
ん
）。

　

帰
り
に
下
丸
子
近
く
の
中
華
料
理

店
で
反
省
会
を
行
い
、
来
年
の
健
闘

を
期
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

俳
句
コ
ー
ナ
ー

三
橋
　

隆た
か
し

選

（
文
卒
・
成
田
市
在
住
）

　

俳
句
コ
ー
ナ
ー
担
当
の
青
森
県
出

身
で
文
学
部（
英
文
）卒
の
三
橋
で
す
。

よ
ろ
し
く
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
長
野
県
佐
久
市
在
住
の
上

原
秋
雄
氏
（
文
学
部
卒
）
の
投
句
を

紹
介
し
ま
す
。

首
筋
を

　そ
っ
と
撫な

で
ゆ
く

　初
夏
の
風

【
評
】

　

体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
な
い
初
夏
、

暑
さ
で
汗
ば
ん
だ
う
な
じ
は
、
や

や
涼
し
く
柔
ら
か
な
そ
よ
風
の
「
初

夏
の
風
」
に
心
地
よ
さ
を
覚
え
ま
す
。

「
そ
っ
と
撫
で
ゆ
く
」
の
リ
ア
ル
な

表
現
で
「
初
夏
の
風
」
が
肌
感
覚
で

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
初
夏
の
暑
い
折

は
「
初
夏
の
風
」
に
吹
か
れ
、
柔
ら

か
な
涼
し
さ
を
実
感
し
た
く
な
る
秀

句
で
す
。

　

さ
ら
に
、
三
句
、
上
原
秋
雄
氏
の

投
句
を
紹
介
し
ま
す
。

幸
ひ
と
つ

　抱
き
て

　春
の
散
歩
道

老
妻
と

　た
っ
た
二
人
の

　墓
参
り

禅
寺
に

　読
経
流
る
る

　初
秋
か
な

　

次
に
江
戸
川
区
在
住
の
小
林
裕ゆ
た
か

氏
（
文
学
部
卒
）
の
一
句
を
紹
介
し

ま
す
。

春
暁
や

　ふ
と
外
見
れ
ば

　日
は
中
天
に

　

最
後
に
、
私
、
三
橋
隆
の
拙
句
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

夕
暮
れ
や

　花
の
純
白

　薄
ま
り
て

あ
じ
さ
い
や

　青
と
緑
の

　涼
り
ょ
う

香
る

冬
木こ

立だ
ち

　裸
で
空
を

　突
き
上
げ
て

華麗な教会を背に

全員揃っての練習、戸田ボートコースにて レース前の雄姿
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秩
父
夜
祭
体
験
記

三
（
理
工
卒
・
小
平
市
在
住
）

森

孝

悦

　

昨
年
11
月
に
「
秩
父
夜
祭
に
行
か

な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ
た
の
は
、
榎

本
さ
ん
か
ら
だ
っ
た
。

　
「
秩
父
夜
祭
か
」
と
最
初
思
っ
た

の
は
、
数
年
前
行
っ
た
時
の
人
混
み

と
帰
路
の
慌
た
だ
し
さ
、
混
雑
が
思

い
出
さ
れ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
凛
と

し
た
冬
の
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
は
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
と
て

も
綺
麗
だ
っ
た
と
の
思
い
出
も
蘇
っ

た
。
次
の
瞬
間
に
、
榎
本
さ
ん
か

ら
は
「
見
る
の
は
桟
敷
席
だ
し
、
一

泊
で
い
い
よ
」
と
の
言
葉
！　

こ
れ

に
は
、
も
う
躊
躇
う
こ
と
な
く
「
行

く
！
」と
即
答
。

　

さ
て
、
祭
り
の
当
日
12
月
３
日
は

冬
晴
れ
の
最
高
の
天
気
！　

一
緒
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た　

坂
本
さ
ん
や

島
崎
さ
ん
（
島
崎
さ
ん
は
急
遽
池
袋

で
見
送
り
）
た
ち
と
は
、
事
前
に
手

配
し
て
お
い
た
池
袋
発
の
「
レ
ッ
ド

ア
ロ
ー
号
」
で
一
路
秩
父
へ
！　

天

気
の
良
さ
も
あ
り
、
車
内
で
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
影
響
も
あ
っ
て
、
祭
り
へ

の
期
待
は
高
ま
り
、
90
分
ほ
ど
の
旅

路
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

　

西
武
秩
父
の
駅
に
着
き
駅
前
広
場

に
出
る
と
ビ
ッ
ク
リ
！　

人
、人
、人
。

そ
れ
も
そ
う
、
こ
の
秩
父
の
夜
祭
は

３
０
０
年
も
続
く
祭
り
で
、「
京
都

祇
園
祭
」「
飛
騨
高
山
祭
」
と
と
も

に
日
本
三
大
曳
山
祭
り
に
数
え
ら
れ
、

２
０
１
６
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
祭
り
で

す
も
の
ね
。

　

秩
父
祭
り
は
屋
台
と
呼
ば
れ
る
山

車
が
４
基
、
笠
鉾
が
２
基
の
計
６
基

か
ら
な
っ
て
い
て
、「
動
く
陽
明
門
」

と
言
わ
れ
る
程
の
豪
華
絢
爛
さ
ゆ
え
、

人
が
集
ま
る
の
も
当
然
。
こ
の
日
も

35
万
人
も
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
そ

う
だ
。

　

我
々
は
、
取
り
あ
え
ず
榎
本
さ
ん

と
合
流
す
る
た
め
に
人
を
か
き
分
け
、

秩
父
神
社
に
向
か
っ
た
。
こ
の
秩
父

神
社
の
禰
宜
さ
ん
に
榎
本
さ
ん
の
ご

親
戚
の
方
が
い
て
、
桟
敷
席
が
確
保

で
き
た
そ
う
で
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

　

秩
父
神
社
で
禰
宜
さ
ん
に
ご
挨
拶

を
す
る
と
、
境
内
に
は
山
車
が
１
基

停
っ
て
い
て
こ
れ
を
見
な
が
ら
、
榎

本
さ
ん
か
ら
秩
父
神
社
の
説
明
を
聞

き
、
場
所
を
変
え
て
、
穴
場
の
居
酒

屋
で
秩
父
名
物
の
わ
ら
じ
カ
ツ
を
つ

ま
み
に
秩
父
の
銘
酒
で
い
っ
ぱ
い
や

り
な
が
ら
、
夜
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

ま
で
を
待
っ
た
。

　

我
々
の
観
た
桟
敷
席
は「
御
旅
所
」

と
い
う
秩
父
市
役
所
の
広
場
に
作
っ

た
桟
敷
席
で
、
余
裕
の
広
さ
。

　

こ
の
「
御
旅
所
」
に
辿
り
着
く
手

前
に
、「
団
子
坂
」
と
い
う
急
坂
が

あ
る
。
こ
の
坂
を
12
～
20
屯
も
の
山

車
が
人
力
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
最
大

の
見
せ
場
と
と
も
に
、
辿
り
着
い
た

山
車
が
一
堂
に
集
ま
っ
て
、
提
灯
が

揺
ら
め
く
姿
は
こ
れ
ぞ
夜
祭
と
い
う

眺
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
の

バ
ッ
ク
に
羊
山
公
園
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
る
７
０
０
０
発
の
ス
タ
ー
マ
イ

ン
花
火
が
彩
を
添
え
、
圧
巻
の
絵
巻

物
的
光
景
を
見
せ
る
。

　

12
月
の
底
冷
え
す
る
秩
父
も
、
こ

の
光
景
と
、
桟
敷
席
で
売
っ
て
い
る

暖
か
い
飲
み
物
（
お
酒
）
や
食
べ
物

で
お
腹
も
、
心
も
満
喫
状
態
。
周
り

の
大
混
雑
状
態
と
は
隔
離
さ
れ
、
目

の
前
に
広
が
る
山
車
の
行
列
と
、
山

車
か
ら
響
き
渡
っ
て
く
る
秩
父
太
鼓

の
音
色
に
、
夜
空
を
染
め
る
花
火
と

秩
父
の
山
々
に
反
響
す
る
花
火
の

音
！　

今
回
の
秩
父
夜
祭
は
感
動
の

連
続
だ
っ
た
。

　

榎
本
さ
ん
の
ご
配
慮
で
、
今
は
お

留
守
の
秩
父
の
ご
実
家
に
泊
め
て
い

た
だ
け
、
大
混
雑
の
道
路
も
、
電
車

も
関
係
な
く
感
動
の
余
韻
に
浸
り
な

が
ら
夢
路
に
つ
け
た
。

　

翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
屋
外
へ
出
る

と
目
の
前
に
は
連
な
る
秩
父
の
山
並

み
が
迫
り
、
近
く
に
は
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
名
高
い「
三
峯
神
社
」

が
あ
り
、
朝
の
清
々
し
い
中
を
参
拝

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
三
峯
」
と
は
神
社
の
東
方
に
そ

び
え
る
、雲
取
山
、白
岩
山
、妙
法
个

岳
の
三
つ
の
峯
が
美
し
く
連
な
る
こ

と
か
ら
呼
ば
れ
て
い
る
。１
９
０
０

年
も
昔
に
日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け

る
の
み
こ
と
）
が
国
産
み
の
神
様
を

祀
っ
た
の
が
神
社
の
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
、
荘
厳
な
雰
囲
気
の

中
で
参
拝
を
済
ま
せ
、
広
い
境
内
を

散
策
し
て
、
再
び
西
武
秩
父
の
駅

へ
と
向
か
っ
た
。
榎
本
さ
ん
と
は
こ

こ
で
お
別
れ
し
、
私
た
ち
は
西
武
秩

父
駅
前
に
で
き
た
「
祭
り
の
湯
」
と

い
う
温
泉
に
浸
か
り
、
昨
夜
の
秩
父

夜
祭
、
今
朝
の
三
峯
神
社
の
参
拝
と
、

充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
二
日
間
を
心

に
刻
み
な
が
ら
、
帰
路
に
つ
い
た
。

　
「
秩
父
夜
祭
に
行
か
な
い
か
？
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
榎
本
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
皆
様

に
も
是
非
機
会
が
あ
れ
ば
経
験
な
さ

る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

幹事長
佐 藤 愛 子

〒192-0351
東京都八王子市東中野228-1101

TEL＆FAX：042－679－3329
携帯電話：090－4098－7379
Eメール：ai-mimo.310.dm
� @amber.plala.or.jp

白門48会
連絡先

御旅所に集まった山車と大型花火

第20回総会のご案内
20周年の記念総会です。
ふるってご参加ください。

日時  2018年6月9日（土）
15時より

場所  小田急ホテルセンチュ
リーサザンタワー
（新宿駅南口より徒歩5分）

　白門48会は本年創立20年目を迎
え、年間を通して全会員を対象にし
た同好会活動や懇親会活動を柱に、
活発な活動を展開しております。そ
の活動助成やご案内、会報の発行、
ホームページの更新など会の財政運
営は会員の皆様の会費によってまか
なわれています。
　前前年の総会では会則の一部を改
正し、一括前納制度を改め、逐年ご
とに会費を納入いただくよう変更い
たしました。前納分が終了した方か
ら順次ご案内をいたしておりますの
で、各年度の会費（3000円／年）と
して入金していただくようお願い申
し上げます。
　厳しい経済状況のおり、まことに
恐縮ですが、ご賢察のうえ格段のご
配慮をいただきたく、よろしくお願
い申し上げます。

会員投稿の
ページ

ひととき

会費
納入のお願い


